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第９０回宇宙政策委員会 議事録 

 

１．日時：令和２年１０月１３日（火） １５：００－１６：００ 

 

２．場所：内閣府宇宙開発戦略推進事務局大会議室 

 

３．出席者 

（１）委員 

葛西委員長、松井委員長代理、青木委員、遠藤委員、中須賀委員、山崎委員 

（２）政府側 

  井上内閣府特命担当大臣（宇宙政策） 

内閣衛星情報センター 倉内管理部長、 

文部科学省 生川研究開発局長、 

防衛省 大和防衛政策局次長 

内閣府宇宙事務局 松尾事務局長、岡村審議官、吉田参事官、川口参事官 

（３）オブザーバー 

宇宙航空研究開発機構（JAXA） 山川理事長 

 

４．議事 

（１）「令和 3 年度宇宙関係予算の概算要求の状況」及び「宇宙基本計画工程表改訂

に向けた主要論点」について資料１－１及び資料２に基づき事務局より説明があった

委員からは以下の様な意見があった。（以下、○委員からの意見） 

 

○中須賀委員：各省庁に頑張っていただいて、5440億円の概算要求が出たことは非常

に大きな成果だと思います。 

 基本計画をやっている中でやはり、今の予算のつけ方だとまだまだかゆいところに

手が届かない。もう一歩大きなかじを切らないと、本当の意味で宇宙が社会の役に立

つ、安全保障を含め、いろいろなところに役に立つ成果にならないだろうということ

で、何とか予算を5000億円以上にしてほしいということを考えながら基本計画をつく

っておりましたけれども、そういった思いが通じたこともあって、こういう概算要求

になったことは大変うれしいところでございます。 

 でも、まだ予断を許さなくて、年末まで頑張って、これのうちのできる限りたくさ

んを取っていただけるよう、お願いするところで、大臣にまた御支援いただければと

思うところでございます。ありがとうございました。 

 それから、最後に御紹介いただいた衛星開発・実証プラットフォームもすごく大事

な試みだと思っています。これまでは主として政府の衛星はなかなか冒険ができなか

った。新しい技術にチャレンジして、それで失敗してはいけないという観点もあった

ので、どちらかというと、これまでとおりの保守的な設計をやり続けてきたというこ
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とで、世界の中ではこの衛星の造り方が少し遅れ始めている。これは大きな問題だと

思っています。 

 その観点で、失敗を恐れず挑戦するという言葉も基本計画の中に入れさせていただ

きましたが、そういう観点で、とにかく新しいことにチャレンジして日本としての技

術をしっかりつくっていくという、この場としてこのプラットフォームを有効活用し

ていきたいと思います。 

 大事なことは、一部の省庁だけの試みではなくて、いろいろな省庁がこのプラット

フォームを使ってそれぞれにやりたいことを、やりたい技術の実証ができていく世界

をつくっていくことだと思っています。その観点で、これが各省庁連携の一つのヘッ

ドクオーターになるということも願っているところで、その観点で私も小委員会の委

員長として頑張りたいと思いますので、引き続きよろしくお願いいたします。 

○遠藤委員：今、予算の話が出ましたけれども、予算を作成するにあたって、この精

力的な予算を確保できたのも基本計画の工程表があってこそのことだと思っておりま

す。ですので、今後の工程表の改訂のプロセスがその先の予算の獲得に伴って非常に

重要度を増すという観点から、特に具体的な施策について、いつまでに進めていくの

かということの明記を今後一層やっていく必要があると思っております。 

 その際に、関連各省にまたがっておりますので、どの省庁がリーダーシップを取っ

て、それを責任を持って貫徹するのかということと、今、中須賀先生がおっしゃられ

たような、この新しいプラットフォームが省庁連携の中でヘッドクオーターとしての

機能をどのように果たしていくのか。課題はいろいろとあるとは思うのですが、その

辺りを明確化することによって今後の予算の獲得にも大きな影響を与えてくると思っ

ておりますので、その点について改めて確認させていただきたいと思います。 

○山﨑委員：まず、今回の予算要求における皆様の御尽力に感謝したいと思います。 

この工程表改訂に向けてのポイントでも多々ありますけれども、やはり横通しの政策

との連携が今後大切になってくると思っております。これは基本計画を改訂する際に

も多々議論がありましたが、防災・減災、農林水産、それから、安全保障を含め、ナ

ビゲーションと、やはり宇宙だけではなくてほかの国の政策との連携が大切だと思っ

ておりますので、ぜひ今後とも引き続きよろしくお願いいたします。 

 それから、今回「アルテミス計画」に伴う国際宇宙探査の予算が大きく増えている

わけですが、これは国際協力であると同時に、やはり国内の産業にきちんと還元して

いくことが大切だと思っておりますので、そうした意味で科学コミュニティーをはじ

め、いろいろな産業が、企業さんが参入しやすいような仕組みづくりが大切だと思っ

ています。 

○青木委員：まず、予想外に予算が、概算要求が伸びましたこと、本当にうれしく、

驚きましたし、ぜひ、これを12月に向けて大臣のお力を借りて実現していけたらと思

います。 
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 宇宙は汎用利用であり、民生と安全保障の境がないと言われていましたけれども、

それが本当の意味で実現してきていると思います。そこで日本の宇宙産業の能力を確

立し、アメリカと中長期的にどのような分担ができるのか、価値のあるパートナーと

しての補完性をどこで獲得していくことができるのか。大枠を決め、それが明確に毎

年の工程表に反映するようにして、日本の経済成長というもの、日本の国際地位の向

上につなげていけたらと願っております。 

○松井委員長代理：5440億円という物すごい額を要求できるということで、これは画

期的なことだろうと思うのですが、その増加分の半分は「アルテミス計画」の分、810

億円なのです。ところが、この810億円分に関してはこれまで十分な議論がほとんど進

んでいなくて、工程表改訂に向けて多分、この議論を加速しなければいけないだろう。

特に研究開発ということですので、この辺をしっかり議論しなければいけない状況に

あると思います。そういうことで、これからどういう体制でこれを進めていくのかを

含めてしっかり議論すべきではないかと思っております。 

○山川JAXA理事長：JAXA理事長の山川でございます。どうぞよろしくお願いいたしま

す。 

 皆様の御発言のとおり、今回、画期的な概算要求をして、政府全体が、それぞれの

府省が力を尽くして概算要求されたこと、大変感謝申し上げます。引き続き、大臣に

は御支援を賜れればと思います。よろしくお願いいたします。 

 こういった各府省がそれぞれの政策に基づいて概算要求できたのは、私はやはりこ

の宇宙政策委員会で宇宙基本計画の改訂をより分かりやすく明確な方針の下に実施さ

れたからだという、それも大きな要因だと思っておりますので、改めて感謝申し上げ

ます。 

 そして、先ほども松井委員長代理からも御発言がありましたように、それぞれの概

算要求の中身あるいは政策の中の議論を今後さらに深めていって、せっかく要求して

いただいたそれぞれの施策が、内容が充実したものになっていくように、JAXAといた

しましてもできる限り貢献させていただきたいと思います。 

 基本計画工程表改訂に向けて今後議論する項目が並べられておりますけれども、全

てではないかもしれませんが、JAXAとしてもかなり議論あるいは今後の検討に貢献で

きる部分は多いかと思いますので、引き続き、どうぞよろしくお願いいたします。 

○葛西委員長：皆様からいろいろ意見を頂戴しました。私も一言申し上げたいと思い

ます。今、やはり世界は新しい秩序、21世紀の秩序に向かって転換期にいると思うの

です。米中の関係が厳しくなっているのもその一つの現れであると思いますが、宇宙

はやはり転換期の将来を、日本がその中でどういう役割を果たして、一体、どれだけ

の役割を、その重みを持っていけるか、あるいは科学技術産業の面でどれだけの活力

を維持していけるかということの鍵を握る、言わば鍵は宇宙になるのだろうと思いま

す。 
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 今まで日本は、事業者的意見で言えば、アメリカ、フランスに並ぶ総合的な宇宙能

力、ロケットも含め、衛星も含め、能力を持ってきたのですが、世界はどんどん動い

ておりまして、日本の国のいわゆる世界一流に伍していく力が今まさに分岐路に来て

いるような感じがします。その危機感が今回の予算の飛躍的な増強というものに、チ

ャレンジしようという、そういう意気になって現れていると思うのであります。 

 これをうまく、きちんと、要求しただけでは意味がありませんので、要求を実現す

ることによって日本の国の将来が開けてくることになると思いますし、それは日米の

同盟がいろいろな意味で日本の安全保障だけではなく全ての面で日本の将来の鍵を握

っていると思うと、そこの鍵を握るのはこの宇宙であり、その最初の年が今年なのだ

ということで、これは一見、非連続的な予算だと、要求だということになるのですが、

これは実際に実のあるもの、身を入れないといけませんので、これは大臣、ぜひ、そ

のところをよく、我々はお願い申し上げたいと思うのであります。 

 何とか、ここでもって殻を破って、今までの大体3000億円から3500億円というレベ

ルでは多分、日米関係の中で一緒に協力してパートナーとなっていく力が維持できな

いことになりますと、あらゆる面でいろいろな面で日本の失うものは大きいと思いま

すので、ぜひよろしく、ひとつ、我々の気持ちをお酌み取りいただければと思います。

よろしくお願いします。 

 大臣は別の用務のため、これから御退席されます。本当にどうもありがとうござい

ました。よろしくお願いします。 

（井上大臣退室） 

（２）続いて文部科学省より資料１－３に基づき説明があった。 

委員からは以下の様な意見があった。（以下、○委員からの意見●各省等からの回答） 

 

●松尾局長：今回、文科省には特に大きく、これは宇宙科学探査もそうでございます

が、衛星の開発、ロケット開発も含めて、まさに局長もおっしゃっていただきました

ように大きな要求を、これは基本計画の達成のためにということで特に御要求もいた

だいておりますので、ぜひ委員会としてもしっかりとサポートできればと思っており

ます。 

○中須賀委員：先ほどおっしゃった小型技術刷新衛星研究開発プログラム。これは先

ほど内閣府のほうでも進めている、いわゆる開発実証プラットフォームというものと

非常に相性がいいお話だと思いますので、ぜひ連携して、それぞれがばらばらに、ダ

ブルエフォートとならないように進めていくことが肝心だと思いますので、その辺、

ぜひよろしくお願いいたします。 

●文部科学省：おっしゃるとおりだと思います。今、おっしゃっていただいたプラッ

トフォームでどういう技術が必要なのかということを抽出いただいて、それを実際に
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開発していくツールとして、これを活用いただく。そういうことだと思っていますの

で、今、御指摘いただいたように、連携をしっかり取りながらやらせていただきたい

と思っております。 

●松尾局長：今のプラットフォームについても、文科省さんと私ども内閣府宇宙事務

局と共同で事務局を務めて、しっかりと中須賀部会長の下で頑張って調整をやってい

きたいと思います。 

 

（３）続いて内閣衛星情報センターより資料１－２に基づき説明があった。 

委員からは以下の様な意見があった。（以下、○委員からの意見●各省等からの回答） 

○中須賀委員：（３）の短期打上型小型衛星について、この短期という概念は大体ど

れぐらいのスパンというイメージなのでしょうか。 

●内閣衛星情報センター：これは基幹衛星などが寿命の途中で故障したときに急遽打

ち上げて、後継機が打ち上がるまでの間をつなぐ構想でございまして、おおむね３か

月程度で組み立てて打ち上げられるようにということで今、研究を進めております。  

 

（４）続いて防衛省より資料１－４に基づき説明があった。 

委員からは以下の様な意見があった。（以下、○委員からの意見、●各省等からの回

答） 

 

○山﨑委員：宇宙における脅威も、宇宙のデブリから、あるいは悪意を持つ衛星から、

極超音速の飛翔体から、どんどん増えていっている状況だと思います。その中で今、

いろいろと検討の予算要求をされていらっしゃいますけれども、既にほかの国内で持

っている衛星、例えばCSICEの情報収集衛星ですとか「みちびき」にセンサーを例えば

相乗りするですとか、今あるアセットをできるだけデュアルユースしていくような方

向での検討もこの中の検討に含まれるでしょうか。できるだけアセットを有効活用す

る観点から、その辺りの連携は今、どうなっていらっしゃるかをお伺いできればと思

います。 

 また、アメリカでもまさにHGVへの衛星も検討されているということですが、日米で

のデュアルユース、Hosted Payloadなどの議論もされていらっしゃると伺いますけれ

ども、そうした日米間あるいは国内でのアセットの連携の様子をもう少し差し支えな

い範囲で教えていただければ。 

●防衛省：まず、相乗りということで申しますと、今のところは我々、今、これから

上げるSSA衛星、宇宙望遠鏡。これには今のところ、Hosted Payloadというお話はして

いないところであります。ほかの衛星の利用ということで言いますと、我々はIGSは大

変使わせていただいております。多分、一番大きい顧客が防衛省ではないかと思うの
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ですが、あと「みちびき」につきましても、先ほど申し上げましたように、測位の冗

長性、それから、正確性を高めるために利用させていただくということでやっている

ところであります。 

 アメリカとのメガコンステレーションの話ですけれども、いろいろ、例えば日本の

防衛部分が参加できる、日本が何か交渉に参加できないかという可能性を探るような

話合いはいろいろやっております。 

●内閣衛星情報センター：当センターとして今年度打ち上げを予定しておりますデー

タ中継衛星。これは静止軌道に打ち上げますけれども、これはJAXAとの相乗りでやり

ます。防衛省とのそういった計画は今のところございませんが、将来的にはそういっ

た余地もないわけではないと考えておりますので、またよく連携していきたいと思い

ます。 

○松井委員長代理：デュアルユースという観点からちょっと１点お聞きしますが、こ

の高感度広帯域な赤外線検知素子の研究というものが15億円ありますけれども、これ

は外に向けると赤外線天文衛星に積むようなものとほとんど重なると思うのですが、

こういうものに関しては何か共同で研究開発するような余地はあるのでしょうか。全

く違うものだとお考えですか。 

●防衛省：天体観測等々の、一般的に申しますと、帯域が違うのではないか、と我々

としては考えております。 

○松井委員長代理：具体的に言うと、今、小型JASMINEという計画があるのですけれど

も、そこでまさに赤外線検知素子を開発するということがあるわけですよ。それもい

ろいろ帯域であるとか感度、いろいろ、実は新しい素子を使うということで、従来の

ものよりもちょっと性能が劣っている。この防衛省が考えている素子は従来型のカド

ミウムを使うような素子なのか、新しい何かを使うものなのか。それでまた違ってく

ると思うのですけれどもね。 

●防衛省：まず、私どもが赤外線センサーを使う用途ですけれども、海の上にある船

舶・艦艇、あるいは航空機、比較的、いわゆるクラッタの多いところでの探知で使い

ます。それで、大きい面積で、なるべく長く撮りたいということで、中赤外、遠赤外

という、そっちのボリュームゾーンのほうで仕事をやってもらおうということで開発

を考えているところで、今、お話しになられたカドミウムセンサーは近赤外線の、異

なるものと認識している。 

○松井委員長代理：だから、大体違うと。区別できると。 

●防衛省：はい。そちらは大分違うものと思います。 

○中須賀委員：防衛用の衛星通信の観点ですけれども、通信というものはやはり作戦

上非常に大事なツールであり、セキュリティーとか、いろいろなところで、ある種、

民生よりも高いレベルのスペックが求められるところが多いと思うのです。 

 それで、アメリカなどを見ていると、いわゆる通信衛星の技術がいわゆるDoDのお金
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で、ある種、どんどん先の技術が開発されて、それが民生に流れていく。こういう流

れがあって、これが民生における衛星通信の強さにつながっている。そういった流れ

も何とか日本でやりたいなと思うのですが、そういう意味で言いますと、このＸバン

ドの通信衛星辺りもこれまでにないような新しい技術をどんどん開発していっていた

だいて、それが民間に流れていくという流れができないだろうかということは考える

のですけれども、その辺についての可能性はいかがでしょうか。 

●防衛省：我々も、まず非常に衛星通信への依存、それから、衛星通信の体系の強靱

性というものが非常に必要なところであります。これからも、今も１機、もうすぐ落

ちてくるものの後継機を造っているところでありまして、たしか令和４年度に打ち上

げであったと思いますけれども、強化はしていきたいと思います。 

 ただ、私の個人的な考えで申しますと、DoDとはお金のスケールが全然違うのです。

防衛省がその世界をドライブするような主要な力になるのかというのは、私が言うの

もなんですが、ちょっとどうなのかなとは言いませんけれども、そうなりたいと思い

ますが、ちょっとアメリカとはスケールが違うのかなと。 

 ただ、できる限り、これから宇宙に関連する予算は、フェーズは増やしていきます

し、増やしていかないと我々の作戦も立ち行かなくなるということですので、今、御

指摘いただいたような新しい技術については、目配りであるとか、あるいはできれば

我々のミリタリーのニーズというものが民間における技術の向上に役に立つような、

そういうエコシステムになれば良いとは強く感じるところであります。 

 

以上 


